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国際協力
International Cooperation

日本は何をすべきか、自分は何ができるか。

設置の趣旨・概要

　「何故飽食の時代に飢餓がなくならないのか」「冷戦が終結したのに紛争が絶えないのはどうしてか」「学
生としてできることはないか」こうした疑問に答えようとするのが、本副専攻の「国際協力」です。
　国際協力はその性質上、理論、実践、政策の全領域に関わる領域であり、政治学、経済学、教育学、社会学、
環境学など学際的な理解を必要とする分野です。本副専攻では、学内における国際協力に関する横の連携を
図り、学生の学外活動や論文などとあわせ、学問横断的な国際協力の知識と経験を習得してもらうことを目
的としています。本副専攻ではこれまで学内各箇所で提供されてきた国際協力に関する科目群を統合し、将
来この分野で活躍しうる人材を育成することを目的とします。近年、海外でのNGO活動などの実践活動に
積極的に参加する学生も増えていますが、関連する科目を見つけやすいように科目を提示しています。

履修モデル

　コア科目・選択科目の中から各自の問題や関心に沿った科目履修を行い、最終的に「全学共通副専攻論
文」を書き上げます。優秀論文については国際協力機構・国際協力銀行などが主催する国際協力学生論文コ
ンクールに応募させることを想定しています。コア科目の「国際協力演習」は国連大学が主催する「グロー
バル・セミナー」との共催であり、各大学との国際協力に関する知見を共有する場となっています。また、
2007度から設置されている「インターンシップ実習（国際協力）」やボランティアセンター（WAVOC）
から提供されるボランティア関連科目についても本副専攻の主旨と合致するものは、指定科目としていま
す。
　「国際協力入門」を必須としコア科目４単位以上、選択科目12単位以上の修得で修了としています。
　コア科目は全学共通副専攻の基幹科目ですので、できるだけ多くの学生に履修してもらいたいです。

履修開始時 修　了　時 修了後の展望

本副専攻に興味・関心がある 「国際協力」に関する理論及び実践に
対して主体的に取り組む準備ができて
いる。

「国際協力」が自らの進路にとって持つ意味を
理解した上で、自分の人生を切りひらく。

学生へのメッセージ

　全学共通副専攻「国際協力」へようこそ。この科目を担当する教員は国際機関、政府機関、NGOなど、
国際協力の実践の舞台で活躍してきた人たちがそろっています。私たちのフィールドでの経験を伝え、一人
でも多くの学生諸君に国際協力に興味を持っていただこうと思っています。特に、毎夏実施される「国際協
力演習」（湘南合宿）は学外の人たちと触れ合う絶好の機会ですので是非参加してみてください。
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指定科目一覧

修了必要単位

16単位　（コア科目４単位、選択科目12単位）以上

★コア科目 修了必要単位＝４単位

項 設置学部・
センター 科　　目　　名　　称 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 備　　考

１ オープン 国際協力入門 大門　毅　他 １年以上 春学期          木６時限 早稲田 ２  履修必須
２ オープン 国際協力の実践と理論 中村　英俊　他 １年以上 秋学期          月５時限 早稲田 ２ ○
３ オープン 国際開発援助　理論と実践 岩井　雪乃　他 １年以上 春学期          木２時限 早稲田 ２  
４ オープン インターンシップ実習　02（国際協力） 岩井　雪乃 １年以上 秋学期          土４－５ 早稲田 ２ キャリアセンターに個別申請
５ オープン 国際協力演習 大門　毅 １年以上 ２ 2012年度休講

★選択科目 修了必要単位＝12単位

項 設置学部・
センター 科　　目　　名　　称 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 備　　考

１ オープン 東南アジアの開発問題とＮＧＯの役割 西村　正雄 １年以上 夏季集中        無その他 ２ ○ 海外実習あり、日程未定、実
習費用260,000円

２ オープン インド“白い革命”から学ぶ途上国の農村開発 秋吉　恵 １年以上 秋学期          火２時限 早稲田 ２ ○
国内・海外実習あり、
11/18、２/７～17、
実習費用230,000円

３ オープン ボランティア論－入門と基礎理論－ 秋吉　恵　他 １年以上 春学期          金４時限 早稲田 ２  
４ オープン ボランティア論－体験の言語化－ 兵藤　智佳　他 １年以上 秋学期          金４時限 早稲田 ２ ○
５ オープン 環境とボランティア 岩井　雪乃　他 １年以上 秋学期          金２時限 早稲田 ２  
６ オープン 持続可能な社会と市民の役割 １年以上 ２ 2012年度休講
７ オープン 地球体験から学ぶ異文化理解 １年以上 ２ 2012年度休講
８ オープン 東アジア共同体の形成に向けて １年以上 ２ 2012年度休講
９ オープン カンボジアの文化遺産の保全と村づくりへの国際協力実習 １年以上 ２ 2012年度休講
10 オープン コミュニティ論（入門と基礎理論） １年以上 ２ 2012年度休講
11 オープン コミュニティ論（展開と実践） １年以上 ２ 2012年度休講

オープン ＮＰＯ実践論 １年以上 ２ 廃止、取下げ
12 オープン EUとアフリカ諸国 片岡　貞治 １年以上 秋学期          木３時限 早稲田 ２ ○
13 オープン 平和学入門 佐藤　幸男 １年以上 春学期          月２時限 早稲田 ２  上級生優先枠６名
14 オープン 平和を支える技術 山崎　芳男 １年以上 春学期          火５時限 早稲田 ２ ○ 上級生優先枠10名
15 オープン 歴史認識と平和 安藤　裕子 １年以上 春学期          木２時限 早稲田 ２ ○ 上級生優先枠５名
16 オープン 民族問題と平和 長與　進 １年以上 秋学期          月４時限 早稲田 ２ ○ 上級生優先枠５名
17 オープン 技術活動（保存技術） 中川　武　他 １年以上 秋学期          火４時限 戸山 ２  
18 オープン 文化活動（世界遺産とそのマネージメントの諸問題） 西村　正雄 １年以上 春学期          水６時限 早稲田 ２  上級生優先枠５名
19 オープン 文化活動（文明・文化の多様性と対話） 山崎　芳男 １年以上 秋学期          火５時限 早稲田 ２  上級生優先枠10名
20 オープン 国際人権と平和 １年以上 ２ 2012年度休講
21 オープン 国際政治学と平和 １年以上 ２ 2012年度休講
22 オープン 技術活動（文化を支える技術） １年以上 ２ 2012年度休講
23 オープン 中国報道の分析（概論） １年以上 ２ 2012年度休講

オープン 国際情報通信の発展と平和 １年以上 ２ 廃止、取下げ
オープン 文化活動（文化遺産の現状＜世界＞） １年以上 ２ 廃止、取下げ

24 政経        国際機構論  01 秋山　信将 ３年以上    春学期          水１時限
水２時限 早稲田 ４

25 政経        国際行政学Ａ  01 福田　耕治 ３年以上    春学期          火３時限 早稲田 ２
26 政経        地域文化研究（中欧）  01 長與　進 ２年以上    秋学期          木３時限 早稲田 ２
27 政経        国際行政学Ｂ  01 福田　耕治 ３年以上    春学期          火４時限 早稲田 ２
28 教育        地球システムと環境問題 澤口　隆 １年以上    後期            火２時限 早稲田 ２

29 社学        移行経済論 Ⅰ トラン　ヴァン　
トゥ ２年以上    前期            月４時限 早稲田 ２

30 社学        移行経済論 Ⅱ トラン　ヴァン　
トゥ ２年以上    後期            月４時限 早稲田 ２ 「Ⅰ」を修得済みであること

31 人科        地球環境システム論 太田　俊二 １年以上    秋学期          火３時限 所沢 ２
32 人科        アジア文化論 矢野　敬生 １年以上    春学期          火１時限 所沢 ２
33 人科        イスラーム社会論 岡井　宏文 １年以上    秋学期          月２時限 所沢 ２
34 人科        社会開発論 店田　廣文 １年以上    春学期          月２時限 所沢 ２
35 国際教養 Social Development 大門　毅 ２年以上    秋学期          土３時限 早稲田 ２
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